
【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

埼玉県 

取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

美里町 

取 組 の 名 称 減塩推進事業 

実 施 時 期 6/1～06/30 

取組内容に該当する 

食育ピクトグラム 

（ 複 数 選 択 可 ） 

 

☑ ☐ ☑ ☑ ☑ 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

☐ ☐ 
   

          
取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．運動教室参加者対象：減塩アンケート 

 

脳血管疾患の標準化死亡比が埼玉県平均と比較して約 2 倍

と高い水準にあることを踏まえ、その対策の一環として「減

塩」に着目し、アンケート調査を実施した。 

運動教室（11 教室）の参加者（総回答者数：182 名） 

 男女比：男性 16 名（約 9%） ／ 女性 166 名（約 91%） 

 

運動教室の参加者は、健康意識が比較的高い層であると考

えていたが、全体の約 3 割が塩分チェックで「注意が必要な

層（14 点以上）」に該当しており、「運動習慣はあるが、食事

面（減塩）の意識が伴っていない」というギャップが伺えた。

世代別に分析すると、中年層（40・50 代）における塩分過多

リスクの高さやシニア層（60 代以上）における健康意識の二

極化の傾向が明らかになった。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計点区分 評価 

０～８点 
塩分はあまりとっていないと考えられます。 

引き続き減塩をしましょう。 

９～１３点 
塩分摂取量は平均的と考えられます。 

減塩に向けてもう少し頑張りましょう。 

１４～１９点 
塩分摂取量は多めと考えられます。 

食生活のなかで減塩の工夫が必要です。 

２０点以上 
塩分摂取量はかなり多めと考えられます。 

基本的な食生活の見直しが必要です。 
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9～13点
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21.4%
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28.6%
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参加者の評価（合計点）の割合

０～８点
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１４～１９点
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２．中学生対象：減塩と朝ごはんアンケート 

生涯にわたって健康な身体を維持するために、子どものうちか

ら健康づくりに取り組むことを目的とし、中学生（１～３年）を

対象にギガスクール端末（タブレット）を活用し、塩分チェック

シートを用いて Google フォームでアンケート調査を実施した。

その後、個別に結果表とリーフレットを作成し返却した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布資料 

集計結果 


